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幼稚 園 ・保育所で の サ ヅマ イモ に関する絵本　1

一幼稚園教育要領
’
を通 して一

　　　　 細 川　 七 重

　　　 （聖和大学大学院）

【研究目的】

　ニ ュ
ーメデ ィ ア世界にな り、子 どもたちは 、 テ レ ビ

やテ レ ビゲーム、ビデオ に夢中に な り、外遊び の時間

が減少 して い る
1
。 そ れ に ともない 自然体験、集団体験

の 減少だけ で な く本離れ も進んで い る 。 若い 世代 の本

離れは特 に ひ ど く、読売新聞社の 2002 年の読書週

間 （10 月 27 日か ら2週間）を前 に実施 した世論調

査に よ る と、80 年調査で 本を 「読まなか っ た」の は、

1割もなか っ たの が、02 年調 査で は、4 割を上 回 っ

た とあ る。特 に乳幼児に と っ て の絵本は、情操教育や

感情を豊かにする基礎とな る成長発達 に重要な役割を

果 たすもの で あ り、欠かせ ない 物 で ある 。

　幼稚園教育要領 「言葉」 の 「内容の 取 り扱 い （2）」

で は、「絵本や物語な どで、そ の 内容と自分 の 経験 と を

結び付けたり、想像を巡 らせ た りす る楽しみを十分 に

味わ う こ とに よっ て、次第 に豊か なイ メ
ージ をもち、

言葉 に対する感覚が養われ る ようにするこ と。」とあ る 。

子どもた ち に と っ て 絵本は、知識 を得 る、技術を獲得

する、物語を楽 しむ等、自分の 体験 した こ と を、絵本

を通 して再認識し喜び を得 る。そ して、豊か な感性 が

養 わ れ るの に 無くて は な らな い 存在で あ る とい える 。

　ま た、幼稚園 ・保育所 で 植物 を栽培す る こ とは、幼

稚園教育要領 「環境」 の なか で も 「内容 （5 ）身近な

動植物に親 しみ をもっ て接 し、 生命の 尊さに 気付 き、

い た わ っ た り、大切 に した りす る 。 」 と動植物 とふれ あ

うこ との 重要性をうたっ てい る 。 子どもた ちは、動物

の 世話をし、植物 を栽培す るこ とに よっ て 、生命の 大

切さを知 るの で ある 。

　　 こ の こ とから、本研究で は、子 どもた ちが関わ る

期間が 長 く、育 て やすく、製作や表現遊 び やク ヅ キン

グ保育、 収穫の ときヅル がつ なが っ て掘 り出されるの

で 遊び 感 覚 で か かわ る こ とが で き る植物の なかの 「サ

ツ マ イ モ 」 を中心として 、 子どもたちと絵本の かかわ

り、保育者の絵本 の 活用方法、意義を研究対象とする 。

【方法】

幼稚園
・
保育所へ の ア ン ケー

ト調査を実施した 。

1．調査対象

　・神戸市、芦屋 市、西 宮市、尼 崎市、宝塚市の 幼稚

　 園 ・保育所の 全園 に依頼 した 。

　・ア ン ケ
ー

ト質問紙は、2 通 りあ る 。

　　  幼稚園 ・保育所 へ 、「園の 概要 に つ い て 」 の ア

　　　 ン ケートを代表 者 1人 に 回答依頼 した。

　　  幼稚園 ・保育所で勤務して い る保育者へ 、「サ

　　　ヅマ イモ に 関する絵本 」の ア ンケートを 出来る

　　　限 りすべ て の 保育者 に回答依頼した。

2 ．調査方法

　 ・郵 送法とした。

3 。調査期間

　 ・2003 年 2月 19 日〜2003 年 4 月 15 日

4 ．配 布 数

　 ・園につ い て の ア ン ケート　　　　595 園

　・
保育者へ の ア ン ケ

ー
ト　　　　 3801 人

【結果】

1 ．回収数 （回収率）

　・園にっ い て の ア ン ケ
ー

ト　 199 園 （33 ．4％）

　・保育者へ の ア ン ケート　　 836 人 （22 ．0％）

2 ．幼稚園 ・保育所 における幼児と保育者の 絵本との

　　かかわ り

　  子 ど も たちと絵本の かかわり

　子どもたち が 自由に読む ときの絵本は、「おお きな

お おきなおい も」 が よ く読まれ て い た 。 特に 、 サ ッマ

イ モ の 季 節やサ ヅマ イ モ に 関する 行事が あ っ た ときに

よ く読まれて い る 。 こ れ は 、保育者が、サ ヅ マ イモ に

関 す る行 事 があ る前後に よ く読む よ う にな り、それ に

合 わせ て 子 どもたちも興味、関心が わき読んで い る。

絵本 の貸し出 しに も、そ の 時 期 に 多い と回答 が あ っ た。

子 どもたちが絵本 に興味や関 心 、 楽しみ や喜び を示す
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の は、保育者の 保 育の 取 り組み に も影響されるこ とで

あ る 。 子 ど もた ちが絵本を好 きに なる 要素 は、保育者

や園の た ゆ まぬ努力 に かかっ て くる とい っ て も過言で

な い 。

  子 と もた ち の好き なサ ヅ マ イ モ に関する絵本

　子 ど もた ちが よ く リクエ ス トする絵本は、こ れも「お

お きな お お きな お い も」 で あっ た。こ の 絵本 は、子 ど

もたちが 自由に読む と きも好んで よく読まれて い る 。

紙 を何枚 もつ なげて 、 ど ん ど ん大き く
・
なる おイ モ の ダ

イ ナ ミ ッ ク さに、変化 して い く話の 内容の 展開に わく

わ くし、絵本の 中た入 っ て い くの で ある。 視覚に訴え

て の大 き く変化 して い くとこ ろ、存分 に サ ツ マ イ モ で

遊ぶこ との で きる楽 しさ等、自分たちが経験 したイモ

掘 りと重 な り、共感 し、照 ら し合 わせ て い る の で あ る。

  保育者の 絵本 の活用方法と意義

　絵本が どの よ うな 場面で 活用 さ れ て い る か は、保 育

の 導入 にお い て よ く読ま れ て い た。最も活用 して い る

行事は 、 おイ モ 掘 りの と きで あ る。読まれて い る の は、

こ こ で も、「お おきなおおきなおい も」 で あ る 。
「こ

一

ん なおおきなお い も　どうやっ て ほ りだ す の ？」 とみ

んなで 力を合わせ て おイ モ と綱引 き をす る。こ こぞ、

子 どもたちは協力を しない と、大きな お イモ は抜け な

い の で あ る 。 こ の よ うな描写 の 中に、「幼稚園教育要領

『人間関係』 〔内容〕（7 ）友達 と
一

緒 に物事をや り遂

げようとす る気持ちをもつ 」が養わ れ るの で あ る。一
人

で は、出来ない こ とも、友達 と一緒に 力 を合わ せ れ ば

で きるの で ある 。 くじけず に、目標 を め ざ して や ろ う

とい う気持ちが で き、頑張れ るの で あ る 。

  保育の 中で の 読み聞か せ

　絵本は、保育の導入 以 外 で は、降園前によく読まれ

て い る。

一
日の活動の締 め くく りと して、そ して、明

日へ の 期待を持た せ る架け橋と して絵本が読まれ て い

る 。 楽 しか っ た園で の 興奮を心静か に胸に秘める よう

に和 やかに読むの で あ る 。 今回の 調査で は、お話の 時

閣に絵本 を読んで い る との 回答 が 予想外に少なか っ た

　（197 人 、 23 ’
．・5 ％）。何かをす る ため に読む の も

大切 で あ る が今復、保育者には、子 どもたちが心落ち

着 い て、ゆ っ くりと絵本 を楽 しむため、お話の時間を

設 定 し、子 ども．たちに 絵本を読み 聞か せする こ とだけ

の 目的の ため に読む こ とを期待 した い 。

【考察】

　子 ど もた ちは、幼児期 か ら絵 本 を楽 し く読 み、絵本

に親 しみ、読む こ とが 習慣に なれ ば、将来に わ た っ て

読書の 習慣 が 身に つ くの で ある 。 こ の よ うに、幼児期

の 基礎が大切で ある。こ の 大切な導きが保育者に か か

っ て お り、保育者 は、日々研究努力を しな け れ ば な ら

ない 。

　絵本は、すべ て の 領域で 必要不可欠で ある。 研究 目

的で は、「言葉」
「環境」の 領域 だ け に注 目して い た が、

ア ン ケ
ー

ト調査回答 の 分析を進め る ほどに、「人間関

係」 など、すべ て の領域で かか わ り、保育は偏 っ て は

い け ない と感 じた。絵本が子どもたちの成長発達の 上

で良きパ ートナーと して、これ か らも 幼稚園 ・保育所

で 多 くの保 育者 ・子 ど もたち に、読 ま れ るヒと を期待

するの で あ る 。

　 調 査の 結果、サ ツ マ イモ に 関す る保育を して い る 園

（155 園、77 ．9 ％）が 予想以上 に多か っ た 。 子

どもた ち に 自然に 触れ させ た い、収穫 の 喜び を 味わ せ

たい と、自然へ の 関 心 へ の 取 り組 み が 大 きい こ とは、

幼 稚 園 ・保育所 で の環境 へ の 配 慮 が感 じられ た。子 ど

もたちは、植物栽培を通 して、友達と共に 協力 し育て

る こ とに よっ て 、何か をや りとげようとす る気持ちが

わき、生きる力もつ い て くるの で ある。 共有の喜びを

持ち、・植物へ の い たわ りを感 じ、労作の 喜び を得 るこ

とは、自然との かかわ りを大切 に するこ とにつ ながる

の で あ る 。

　 そ して、絵本 が保育者の もとでおおい に 読 み 聞か せ

がされて い た こ と。
「絵本 が役 に 立つ 」 と諸手を挙げて

推奨 して い る こ と （761 人、91 ．
』
0 ％）。 今後、「楽

しい 絵本」 （472 人、 56 ．4 ％）や 「おも しろい絵
『

本」 （397 人、47 ．4 ％）な ど、「心 が 豊 か に、あ

たたか くなる絵本 があれ ば い い な」 と回答してくれ た

保育者の 方 々 に、末永 く子 ど もたちの ため に よ り良い

保育をと希望 して やまない 。
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